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はじめに：東北大学について（0）
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沢柳政太郎
初代総長
北條時敬
第二代総長
開学の理念：
●研究第一
●門戸開放（傍系入学可）
●実学尊重
丹下ウメ黒田チカ 牧田らく
1907年開学
●理学校が最初
●宮城県・古河鉱業の支援
●最初の図書館（1911年）
→史料館
日本で初めて女子学生を受入れ（1913年8月16日）
※写真は東北大学史料館所蔵
はじめに：東北大学について（1）
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はじめに：東北大学について（2）
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学 部 学 生 10,881 （うち 留学生 205）
大学院学生 6,943 （うち 留学生 1,441）
計 17,824 （うち 留学生 1,646）
（2018年5月1日現在）
教授 准教授 講師 助教 助手 計
881 753 191 1,173 154 3,152
教員数
学生数
職員数3,244名（最近ではURAも増加）
はじめに：東北大学について（3）
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（2017年度）

1. 附属図書館長として
7
2018年図書館報より
・館長ミーティング（月２）
・附属図書館等安全衛生委員会（毎月）
・随時メール・面談にて報告・連絡・相談
・図書館セミナー（月１）＋反省会
「東北大学ビジョン2030」
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大野英男総長（2018年4月就任）による
2030年を見据えて本学が取り組むべき
挑戦の決意表明 〔2018年11月公表〕
https://www.tohoku.ac.jp/japanese/profile/vision/01/vision002030/
「東北大学ビジョン2030」における図書館（1）
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Vision 2 研究
世界三十傑に大学にふさわしい総合研究大学として、卓越
した学術研究を通して知を創造するとともに、新たな学問
領域の開拓とイノベーション創出を力強く推進します
【重点戦略⑥】世界三十傑大学にふさわしい研究システム変革
〔主要施策20〕文化・学術資源の世界発信と人文系研究分野
の国際拠点化
附属図書館、史料館、総合学術博物館等に蓄積した本学固
有の膨大かつ貴重な文化・学術資源を世界の研究者・市民
に開放し、オープンサイエンスの基盤として広く利活用を
促進するシステムを構築するとともに、人文系研究拠点と
しての機能強化を図り、国際的求心力を向上させます。
「東北大学ビジョン2030」における図書館（2）
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Vision 2 研究
世界三十傑に大学にふさわしい総合研究大学として、卓越
した学術研究を通して知を創造するとともに、新たな学問
領域の開拓とイノベーション創出を力強く推進します
【重点戦略⑧】卓越した学術研究を追求するための環境基盤
の整備・充実
〔主要施策24〕多様な研究力を引き出す研究支援機能の充実
・強化
総合技術部、テクニカルサポートセンター、URAセンター、
附属図書館等を分散型キャンパスに適した研究支援組織と
して構築するとともに、大学を取り巻く動向を迅速に把握
・対応できるように本部と部局の連携機能を抜本的に強化
します。
「東北大学ビジョン2030」における図書館（3）
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Vision 3 社会との共創（Co-Creation）
社会とともにある大学として、多様なセクターとのパート
ナーシップのもと、新たな社会価値を創造し、未来を拓く
変革を先導します
【重点戦略⑫】「社会とともにある大学」としての社会連携
の強化
〔主要施策38〕知の波及を可能にする地域や世界に開かれた
交流の場の提供
総合大学としての本学の強み・特色を活かした市民向けアウ
トリーチプログラムの開発や、本学百周年記念会館でのコン
サートプログラム、附属図書館や学術資源研究公開センター
施設群での企画展示等の拡充により、文化創造・発信を強化
するとともに、大学の学術資源を最大限に活用した施設の一
般開放やキャンパスツアー受入れ等を推進することにより、
地域および世界に開かれた交流の場を提供します。
「東北大学ビジョン2030」における図書館（4）
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Vision 4 経営革新
卓越した教育研究を基盤として社会とともに成長する好循
環の確立のため、大学経営を革新します
【重点戦略⑱】多様な価値観が交流する社会に開かれたキャ
ンパスの整備
〔主要施策60〕多様なステークホルダーにとって魅力あるア
カデミックパークとしてのキャンパスの実現
キャンパス周辺地域との一体的なまちづくりや、文化・ス
ポーツエリアおよび散策ルートの整備を行うとともに、運
動場、体育館、プールなどの課外活動施設、附属図書館、
総合学術博物館、史料館、植物園などの文化施設、魯迅の
階段教室に代表される歴史的建造物、大規模会議が可能な
講義施設などの一般開放を進めます。さらに、東北大学オ
ープンカレッジなど多様な社会連携事業の拡充を通して、
市民にとって身近で、愛されるアカデミックパークとして
の大学づくりを推進します。
13
今、求められている図書館像は？
国立大学図書館協会オープンアクセス委員会資料（2019.4.12）より
附属図書館長としてのミッションステートメント（2019年度）
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・電子ジャーナル等購入のさらなる最適化
・学術雑誌の動向に関するセミナーの実施
・学内研究成果のさらなるオープン化
・授業資料の機関リポジトリ登録推奨キャンペーン
・古典資料デジタルアーカイブの拡充と国際規格対応
1. 学術情報のデジタル化・オープン化の推進
史記孝文本紀第十（国宝）
類聚國史巻第二十五（国宝）
学内6か所で館長が講演
（研究推進課と共催）
オープンアクセス方針
（2018年3月策定）
国宝を始めとした貴重資料
のデジタルアーカイブ拡充

附属図書館長としてのミッションステートメント（2019年度）
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3. 図書館独自財源の確保
・「図書館のみらい基金」勧誘のための貴重図書ツアー実施
・貴重資料デジタル化のため、クラウドファンディング実施
・図書館オリジナルグッズのネット販売開始
漱石ボールペン付き絵葉書
海幸・山幸ミニクリアファイル
東北大学特定基金として
2019年3月に設置
クラウドファンディングで
漱石文庫を全世界へ公開
貴重資料をモチーフにした
グッズ販売（2007年～）
附属図書館長におけるさまざまなサービス
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学生の自主的な活動の場を提供
留学生による留学生のための
仙台情報セミナー
留学生によるマンガ紹介
セミナー
留学経験者によるカフェ
トーク
●他、LGBT啓発書籍ミニ展示コーナーなども……

学内6か所での研究者向けセミナー
19イラスト：池田晃一博士
随時更新予定
e.g., Read & Publish
の契約状況等


日本からの掲載論文が多い雑誌
22
1. Scientific Reports (Springer Nature)
2. PLOS ONE (PLOS)
3. Japanese Journal of Applied Physics (IOPP on behalf of 応用物理学会)
4. Internal Medicine (日本内科学会)
5. Physical Review B (American Physical Society)
6. Journal of the Physical Society of Japan (日本物理学会)
7. Biochemical and Biophysical Research Communications (Elsevier)
8. Chemistry Letters (日本化学会)
9. Applied Physics Letters (American Institute of Physics)
10.RSC Advances (Royal Society of Chemistry)
11.Anticancer Research (International Institute of Anticancer Research)
12.Bioscience, Biotechnology, and Biochemistry (日本農芸化学会)
13.Materials Transactions (日本金属学会)
14.Journal of Veterinary Medical Science (日本獣医学会)
15.Physical Review D (American Physical Society)
※赤字はFull OA誌
調査：JUSTICE事務局（Web of Scienceを基に、2016年出版の論文で集計）
研究者にとってのImpact Factor vs. APC
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Impact 
Factor
(2017/2018)
APC in $作成：東北大学附属図書館
※赤字はFull OA誌
BMC BIOL
Brain Res
CELL REP
CURR BIOL
eLife
ENDOCRINOLOGY
FRONT BEHAV NEUROSCI
FRONT NEUROSCI
Genes Brain Behav
HORM BEHAV
J NEUROSCI
NAT COMMUN
NEURON
Neurosci Lett
Neurosci Res
PLOS BIOL
PLOS ONE
PNAS
Roy Soc B
Roy Soc Open
Sci Rep
Science Advances
Zoological Letters
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生命科学・神経科学分野の例
学術業界の商業化
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◆例：エルゼビア社の事業展開
作成：国立情報学研究所船守美穂准教授
日本学術会議で
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日本分子生物学会にて（予定）
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研究倫理フォーラム
「研究成果をどのように発表しますか？
：オープンサイエンス推進の潮流」
日時：2019年12月3日(火) 18:30～20:00
場所：福岡国際会議場2階201 (第12会場)
3. 副学長（広報担当）として
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3. 副学長（広報担当）として
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3. 副学長（広報担当）として
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4. 副学長（共同参画担当）・男女共同参画推進センター長として
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「東北大学サイエンス・エンジェル」と図書館のコラボ
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Visualization
38
「見える化」することが大事
2019年度東北大学サイエンス・エンジェル
「明日をソウゾウ」女子高校生向けイベント

おわりに：
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楔形文字が刻まれた粘土板
（大英博物館所蔵）
映画『ニューヨーク公共図書館エクス・リブリス』
2019/05/18(土)より岩波ホールほか
全国順次ロードショー
New York Public Library
New York Public Library

おわりに：
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ディジタル時代、ダイバーシティ時代に
ふさわしい図書館へ！
東北大学附属図書館に
関わるすべての皆さん
に感謝申し上げます。
映画『ニューヨーク公共図書館エクス・リブリス』
フレデリック・ワイズマン監督
国立大学図書館協会ビジョン2020：
①知の共有：＜蔵書＞を超えた知識や情報の共有
②知の創出：新たな知を紡ぐ＜場＞の提供
③新しい人材：知の共有・創出のための＜人材＞の構築
図書館は
民主主義の柱
